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26 高等教育におけるプロフェッショナル・ディベロップメント 
 

 

********************************************************************************** 

プログラム A inつくば Email: kyoikugp20@un.tsukuba.ac.jp 
日時：2009 年 7 月 27 日（月）～28 日（火） 

場所：つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

********************************************************************************** 
 
第１日：7 月 27 日（月）(会場：大会議室 101，小会議室 405) 

 
 

国際ワークショップ 

「若手研究者のためのプロフェッショナル・ディベロップメント」 
 

司会：石田 東生（筑波大学教育企画室長，システム情報工学研究科教授） 
 

10:00–10:05 開会挨拶 
清水 一彦（筑波大学副学長，教養教育機構長） 

10:05–10:15 講師およびカリフォルニア大学バークレー校の紹介 
宮本陽一郎（筑波大学人文社会科学研究科教授） 

10:15–10:45 バークレー校における先進的な PFFプログラム 
リンダ・フォンヘーネ（米国・カリフォルニア大学バークレー校 GSI ティーチン
グ・リソースセンター長） 

サブリナ・ソラッコ（米国・カリフォルニア大学バークレー校大学院アカデミッ

クサービス部長） 
11:00–16:00 ワークショップ① TAを活用した成績評価基準の作り方と使い方 

リンダ・フォンヘーネ 
コーディネーター：宇田川拓雄（北海道教育大学函館校教授，北海道大学高等教

育機能開発総合センター研究員） 
ワークショップ② 研究成果を発信するためのアカデミックライティング実践 
サブリナ・ソラッコ 
コーディネーター：宮本陽一郎 

* 12:30–14:30 昼休み 
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第２日：7 月 28 日（火）(会場：中ホール 200) 
 
 

国際シンポジウム 
「教養教育・初年次教育のための 

先進的プロフェッショナル・ディベロップメントの試み」 
 
 

総合司会：小笠原正明（筑波大学特任教授） 
 

13:30–13:35 開会挨拶 
清水 一彦（筑波大学副学長，教養教育機構長） 

13:35–14:00 講演１ バークレー校の GSIとともに教える教員セミナー 
リンダ・フォンヘーネ（米国・カリフォルニア大学バークレー校 GSI ティーチン
グ・リソースセンター長） 

司会：小笠原正明 
14:00–14:25 講演２ 将来の教員のためのアカデミックライティング 

サブリナ・ソラッコ（米国・カリフォルニア大学バークレー校大学院アカデミッ

クサービス部長） 
司会：宇田川拓雄 

14:25–14:50 講演３ 高等教育における質の高い混合型 e-ラーニングのためのチュータリングシ
ステム構築への挑戦 
イ・ヘジュン（韓国・ソウル国立大学ティーチング・学習開発センターe-Learning
サポート部長） 

司会：石田 東生 
14:50–15:15 講演４ 日本における初年次教育の展開～その発展過程と現状の課題～ 

山田 礼子（同志社大学社会学研究科教授，教育開発センター所長，北海道大学

高等教育機能開発総合センター研究員） 
司会：溝上智恵子（筑波大学 FD委員会委員長，図書館情報メディア研究科教授） 

15:15–15:30 休 憩 

15:30–15:55 講演５ 筑波大学における教養教育の再構築～筑波スタンダードに基づく世界水準

の教養教育を目指して～ 
石田 東生（筑波大学教育企画室長，システム情報工学研究科教授） 
司会：溝上智恵子 

16:00–17:25 パネルディスカッション 
パネリスト：リンダ・フォンヘーネ，サブリナ・ソラッコ，イ・ヘジュン，山田

礼子，石田東生 
コーディネーター：宮本陽一郎 

17:25–17:30 閉会挨拶 
溝上智恵子 
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バークレー校における先進的な PFFプログラム 
リンダ・フォンヘーネ（米国・カリフォルニア大学バークレー校 GSIティーチング・リソースセ
ンター長） 
サブリナ・ソラッコ（米国・カリフォルニア大学バークレー校大学院アカデミックサービス部

長） 

 
この最初の講演では，バークレーの Preparing 

Future Faculty (PFF)プログラムの概要を紹介し
ます。このプログラムの狙いは，大学院生がバ

ークレーの大学院課程で学び，大学院から将来

のアカデミックキャリアへ移行するまでのアカ

デミックライフのすべての面で優秀な成果をあ

げることです。 

 

ワークショップ① TAを活用した成績評価基準の作り方と使い方 
リンダ・フォンヘーネ 

 
成績評価基準は一般に，成績評価において，

評価ツールを学習成果に一致させ，公正さと一

貫性を確保するために用いられます。評価基準

は我々が学生に目標とするフィードバックを効

率的に行う助けとなり，評価の対象となる宿題

の改善の一助ともなります。 

このワークショップでは，参加者はさまざま

な種類の評価基準について学び，宿題のサンプ

ルを評価するために基準を使い，特定の宿題に

基づいて評価基準を作成する実習を行います。

実習教材とサンプルの評価基準は提供されます。 

 

ワークショップ② 研究成果を発信するためのアカデミックライティング実践 
サブリナ・ソラッコ 

 
このワークショップでは，さまざまなジャン

ルのアカデミックライティングを紹介し，編集

技術の実習や，自分の研究内容を書面や口頭で

プレゼンテーションする実習を行います。 
このワークショップは，特に自分の仕事を国

際的な場で発表するという要求の増大に直面し

ている日本の大学院生や若い教員の助けになり

ます。ここでは，参加者のライティングのサン

プルを使って，実際のライティング指導を行い

ます。 
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講演１ バークレー校の GSIとともに教える教員セミナー 
リンダ・フォンヘーネ（米国・カリフォルニア大学バークレー校 GSIティーチング・リソースセ
ンター長） 

 
存在理由 

アメリカ合衆国で 1980 年度半ばに始まった
TA 研修制度のなかで，ティーチング・学習セ
ンターないし大学院に，全学的な研修プログラ

ムが設けられるようになった。いまでは全米の

主要研究大学のほとんどがこのような TA 研修
プログラムを設けている。新規採用 TA のため
のオリエンテーション，ワークショップ，コン

サルテーション，ビデオ撮影，優秀 TA の表彰
などがそこに含まれるのが通例である。 
時が経つと，全学プログラムとの緊密な連携

のもとに，一学期にわたって教授法を新規 TA
に教える授業が学科単位で開設されるケースも

増えてきた。全学プログラムと学科ごとのプロ

グラムは，ともに TA に対する直接指導を行う。
もちろんこうしたプログラムが有益であること

は言うまでもないが，TA が教授法を学ぶ最も
大切な場が見落とされていると言わなければな

らない。それはある特定の授業をともに教える

なかで，メンター教員の指導を受けることであ

る。こうした教員は，TA のプロフェッショナ
ル・ディベロップメントの最前線で大きな役割

を果たしうる。ただしその条件として，教員自

身が十分な技能を備え，また TA の指導・メン
ターリングに時間を割かなければならない。 
個々の授業を教員が TA とともに担当するこ

とが，TA のプロフェッショナル・ディベロッ
プメントに重要な役割を果たすという認識のも

とに，バークレーは「GSI とともに教える教員
のためのセミナー」を 1993 年以来，毎年開催
してきた（バークレーでは TA は GSI［Graduate 
Student Instructor］と呼ばれる）。 

 

「GSI とともに教える教員のためのセミナー」
の仕組み 
毎年約 15名の教員が，「GSIとともに教える

教員のためのセミナー」に参加する。このセミ

ナーは毎回３時間のセッション３回から成り立

っており，参加教員は，同僚や，優秀教員とし

て表彰された教員，ベテランの GSI，GSI ティ
ーチング・リソースセンターのスタッフと恊働

しながら，GSI と生産的な協力体制を作る方法，
大人数講義と GSI 担当の少人数授業を関連づけ
る方法，さらに学期半ばおよび学期末の学生に

よる授業評価や授業視察を通じて，GSI が教授
法を改善する方法，そして成績評価基準を作成

することにより GSI の学部生に対する成績評価
に指針を与える方法などを学ぶ。このセミナー

では事例研究，シミュレーション，グループワ

ークなどが活用されるが，こうした手法はその

まま参加教員や GSI が教育の現場で利用できる
ように配慮されている。 

 

成果 

このセミナーは，創設以来 200 名以上の教員
によって活用されている。このセミナーの影響

について行われた事後調査も，参加教員が GSI
とのより生産的な協力体制を築けるようになっ

たことを物語っている。この調査は，セミナー

の参加教員学生に対する指導と GSI に対するメ
ンターリングの両面において，明らかな進歩を

見せていると，結論づけている。 
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講演２ 将来の教員のためのアカデミックライティング 
サブリナ・ソラッコ（米国・カリフォルニア大学バークレー校大学院アカデミックサービス部

長） 

 
大学院生が社会人としての自覚を持ち大学教

員になっていくプロセスは，多くの場合，すで

に大学院在学中に始まる。アカデミックなキャ

リアの出発点にいる大学院生たちも，すでに教

育と研究と運営のバランスをとるという難題に

直面する。さらに，大学教員の研究における業

績は，研究成果の活字化によって測られるもの

であるから，アカデミックライティングのジャ

ンルのあいだの違い—たとえば学会誌に投稿

する論文と，補助金を獲得するための申請書と

のあいだの書き方の違い—をわきまえること

は，研究・教育．運営のバランスをとることと

同様に，大学人として成功するための必須条件

である。 
カリフォルニア大学バークレー校のアカデミ

ックサービス部は，大学院生が無事に課程を修

了し将来の大学教員としての準備をするために

必要とされるアカデミックなスキルを開発する

ためのプログラムを提供している。ここでは，

アカデミックライティング，補助金申請書類作

成，学位論文執筆，編集，学会誌論文執筆とい

った課題についてワークショップを開催するほ

か，グループ学習や個人指導の場も提供してい

る。さらにアカデミックサービス部は，大学院

の単位認定科目である「大学院生のためのアカ

デミックライティング」も開設している。 
バークレー校における大学院教育を統括する

大学院部門のもとに設けられている，アカデミ

ックサービス部は，学科，研究科，その他の独

立したプログラムがすでに提供している教育や

研修を補完する役割を担っている。アカデミッ

クサービス部を利用する大学院生は，アメリカ

人も留学生も含むし，あらゆる分野の，初年次

から課程修了間近に至るあらゆるレベルの大学

院生が含まれる。提供されるほとんどのワーク

ショップやグループ学習や授業は，その性質に

おいて領域横断的である。すべての大学院生に

開かれた，領域の垣根を越えたアカデミックラ

イティングの指導を行なっている。 
自分とは異なる領域の人々に，自らの研究を

伝えなければならないという状況におかれるこ

とにより，大学院生たちは同じ専門領域の人た

ちだけではなく，一般的な読者／聴衆に対して，

研究テーマをより明晰に表現する技術を身につ

けることになる。自分の専門領域に向けたアカ

デミックライティングと一般に向けたアカデミ

ックライティングとのそれぞれの特徴に注意を

払うことは，アカデミックサービス部が提供す

るプログラムの根幹となる。 
米国における PFF (Preparing Future Faculty)の

取り組みが，異なるタイプの高等教育機関に適

応しうるティーチングの技術の訓練から始まっ

たのに対し，バークレーの大学院部門は一貫し

てより全体論的なアプローチをとってきた。テ

ィーチングとライティングの両方の訓練を含め

ることにより，大学院生のアカデミック・ディ

ベロップメントとプロフェッショナル・ディベ

ロップメントの両面に寄与するプログラムを提

供している。本来的にはライティングの訓練を

受け持つアカデミックサービス部は，大学院生

のためのティーチングを受け持つ GSI ティーチ
ング・リソースセンターと相補的関係にある。 

 
 
 
 
 
 
 



プログラム A inつくば 31 
 

 

講演３ 高等教育における質の高い混合型 e-ラーニングのためのチュータリングシステム
構築への挑戦 
イ・ヘジュン（韓国・ソウル国立大学ティーチング・学習開発センターe-Learningサポート部長） 

 
最近，旧来の大学教育を改善するための戦略

として混合型 e-ラーニングが広がっている。し

かし伝統的大学の教員は容易には動こうとしな

い。混合型 e-ラーニングをより双方向的かつ準

備十分なものとして使いこなすためには，まだ

まだ時間と手間がかかると考えているからであ

る。チュータリングは教員への負荷を軽くし，

学生の学習により近い形でそれ支援するための

良い戦略である。 

この研究は伝統的大学にチュータリングシス

テムを適用するための試みとその意味を探るた

めに，パイロット研究の一つとして行われた。

自然科学，社会科学，工学及び人文学の各分野

から４つのコースを選択し，それぞれにチュー

ターを配置した。学期（セメスター）を通じて，

それぞれのコースで適切なチュータリングがで

きるよう訓練を行った。月１回のチューターの

打合せ会議や，教員，チューター及び学生の面

接や調査から量的・質的データを集めて分析し

た。その結果，以下の点が明らかになった。 

１）教員とチューターでは「アカデミック・

チュータリング」の考え方に対する理解が違う。

教員はめったなことでは教育の権限を他者に分

かとうとはしない。 

２）教員には学術的ないしは技術的チュータ

リングの意味だけではなく，その役割分担につ

いても伝える必要がある。 

３）技術的チュータリングについては，チュ

ーターを個別に配置するより，専門的で組織的

な支援をした方が効果があがる。 

４）学生と教員の考え方の不一致を考慮する

必要がある。学生は教員をどちらかと言えば近

づきにくいものと考えるのに対し，教員の方は

学生との距離は十分に近いと考える傾向がある

ことがこの研究からわかった。 

５）チューターが単なるティーチング補助の

役割を果たすだけであれば，教師と学生の間の

距離を縮めることはできない。 

６）チューターや教員との距離が近いと感じ

る学生ほど，チュータリングに満足する傾向が

ある。このことはチュータリングでより親密感

を持たせるためには，良く考え抜かれた戦略が

必要だということを意味している。 

この研究の成果をもとに，大学においてチュ

ータリングシステムを構築する際に考慮すべき

点と示唆された点について考察する。 
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講演４ 日本における初年次教育の展開～その発展過程と現状の課題～ 
山田 礼子（同志社大学社会学研究科教授，教育開発センター所長，北海道大学高等教育機能開

発総合センター研究員） 

 
近年，多くの日本の大学は，学生が円滑に大

学生活に適応できるよう，初年次セミナーを導

入している。この現象は，1990 年代後半から加

速した。その原因は，以下のように考えられる。 

第１は，日本の大学の大衆化からポスト大衆

化の段階への移行である。大衆化，言い換える

と，マス型高等教育は，マーティン・トロウの

高等教育の発達モデルでは第２段階と定義され

る。トロウは，特定の年齢層の 15 パーセント

未満が高等教育機関に入学するときをエリート

型の段階，同一年齢層の 15～50 パーセントが

高等教育機関に入学するときをマス型の段階と

した。ポスト大衆化，いわゆるユニバーサル型

の段階では，年齢層の 50 パーセント以上が高

等教育に入学する（1974）。2003 年に，日本の

学生は，18 歳年齢層の 49.9 パーセントが高等

教育機関に入学している。 

この状況では，大学に入学することを望む学

生のほぼ全員が入学できる。それは大学の学習

には適さない学力の学生が高等教育に入ること

を意味する。ポスト大衆化への移行と同時に，

学力レベルの低い大学生の存在が次第に明らか

になってきた。大学での学習に必要な基礎知識，

アカデミックスキルと動機づけが欠けている多

くの学生が高等教育機関に入学した。こうして，

カリキュラムにリメディアル教育や初年次セミ

ナーを加える高等教育機関の数が増えている。 

第２に，世界中で新しい改革の取り組みが盛

んになったのを反映して，文部科学省の方針が

変化した。この改革は，より経済中心主義的，

市場中心主義的であり，政府の規制緩和政策へ

のシフトにより大きく影響されている。この新

しい傾向には，日本が 21 世紀の国際競争に対

処し，そのうえ少子化に伴う急速な高齢化社会

に対応できるのかという政府と産業界の懸念が

表れているように見える。少子化による高齢化

社会では，財政の縮小と削減はより深刻になる。 

しかし，しばしば指摘されるように，日本の

大学には強い研究指向のアカデミックな文化が

見られ，この文化は教育の実質的な改善を長く

回避してきた。そこで文部科学省は，研究資金

獲得においてより競争的な方針をとり，大学の

文化をより学習中心に変えるよう促しはじめた。 

こうして，2000 年以降，世界中どこでもより

競争的な，数パーセントの研究中心大学は別に

して，大多数の４年制大学はより学習・ティー

チング中心の大学になることを強いられている。 

この研究は，日本の高等教育機関を取り巻く

こうした環境の変化を考慮して，日本の私立大

学における初年次セミナーの現状を調査するた

めに，2001 年に実施された。 

この発表の目的は，高等教育機関を取り巻く

状況が急速に変化するなかで，日本の初年次セ

ミナーの現状を分析し，初年次セミナープログ

ラムを取り巻く構造問題を調査することにある。 

 

参考文献（英文 8 ページを参照） 
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講演５ 筑波大学における教養教育の再構築～筑波スタンダードに基づく世界水準の教養教

育を目指して～ 
石田 東生（筑波大学教育企画室長，システム情報工学研究科教授） 

 
質の高い大学教育推進プログラムに採択され

た「筑波スタンダードに基づく教養教育の再構

築」の概要を報告する。本取組は，本学の学士

課程の教育宣言である「筑波スタンダード」に

基づく世界水準を目指した教養教育の再構築に

関する取組である。これを達成するために，質

の高い教養コアカリキュラムを整備するととも

に，教養教育改革を支える３つの基盤整備を行

う。 

 

教養コアカリキュラムの整備 

筑波スタンダードで記述された教育目的であ

る「広い視野，豊かな人間性及び確かな学力を

備えた人材の育成」に資するため，質の高い教

養コアカリキュラム（コモンコア）を整備する。

これは，筑波大学の教養教育の特色ともなって

いる総合科目の改編を伴うものである。総合科

目は学生による授業評価では，いずれも高い評

価を得ているが，履修データの分析から学生は

自分の専門に近い科目を履修する傾向があり，

「幅広い学び」が必ずしも達成されていないこ

とが判明した。これを改革するために，総合科

目の中にコアカリキュラムをコモンコアとして

整備し，専門教育に偏ることのない幅広い知識

の修得を保証することである。 

コモンコア科目は，良く計画・準備された大

人数の講義形式授業と，ティーチングアシスタ

ント(TA)が担当教員の指導下で中心的役割を果
たす少人数の討議・実験授業から構成され，主

体的学びの実現を目指している。 

 

教養教育改革のための基盤整備 

● 筑波大学 FDの実践 

筑波大学 FD は，授業方法の改善という従来
の狭義の FD を包含する概念であり，カリキュ
ラム改善，成績評価の厳格化，教員・職員の能

力向上，組織力の向上なども視野に入れた

PDCA サイクルの総体である。筑波大学 FD で
は，必要な履修・成績評価データ，学生による

授業評価データの集計・分析ツールを開発する

とともに，効果的な運用方法を確立する。 
● PFF (Preparing Future Faculty/Professionals)プ
ログラムの構築 

教育のさらなる高質化には，今後は教員だけ

による教育から，TA/TF の積極的参画がますま
す重要になってくる。しかし，このためには

TA/TF の訓練プログラムと認定制度の確立が不
可欠であり，カリフォルニア大学バークレー校

Graduate Student Instructor (GSI)ティーチング・
リソースセンターとの連携のもとにこれに当た

る。施行されるコモンコア科目がその実践の場

となる。またこの試みは，同時に，TA/TF にと
っては，キャリア支援であり，経済支援ともな

りうる。 
● 教養教育機構の充実 

教養教育を 2011 年４月から抜本的に改革す

るため，また，教養教育の企画・編成・実施の

責任体制の明確化のために，2008 年に教養教育

機構を発足させた。教養教育機構では，従来，

教養教育の受け手である学生が所属する学類と

提供している各科目のセンター・運営委員会と

のコミュニケーションを充実させること，教養

教育における筑波大学 FD を実質的に推進させ
ること，そして，教養教育改革の企画と試行，

実践の主体として重要であり，機能強化に努め

ている。 
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********************************************************************************** 

プログラム B in札幌 Email: presiden@high.hokudai.ac.jp 
日時：2009 年 7 月 30 日（木）～31 日（金） 
場所：北海道大学 情報教育館 

********************************************************************************** 
 

国際シンポジウム 

「プロフェッショナル・ディベロップメントの諸相」 
 

第１日：7月 30日（木）(会場：３F スタジオ型多目的中講義室) 

 

司会：細川 敏幸 

9:00–9:30 開会挨拶 
脇田 稔（北海道大学副学長，高等教育機能開発総合センター長） 

9:30–12:00 セッション１：高等教育におけるプロフェッショナル・ディベロップメント

～カナダと米国の事例～ 
講演１−１ 研究大学における GTA (Graduate Teaching Assistant) 訓練～ダルハウジ
ー大学の事例～ 
K・リン・テイラー（カナダ・ダルハウジー大学学習・ティーチングセンター長） 

講演１－２ サンフランシスコ州立大学の新採用教員研修（発表取りやめ） 
パメラ・ヴォーグ（米国・サンフランシスコ州立大学ティーチング・ファカルテ

ィディベロップメントセンター長） 
講演１－３ 北海道大学における新任教員研修，FD，TA研修 
細川 敏幸（北海道大学高等教育機能開発総合センター教授） 

ディスカッション 日本と米国におけるプロフェッショナル・ディベロップメント 
石田 東生（筑波大学教育企画室長，システム情報工学研究科教授） 
ジョディ・D・ナイキスト（米国・ワシントン大学） 

12:00–13:00 昼休み 

13:00–16:00 セッション２：高等教育におけるプロフェッショナル・ディベロップメント

～中国と韓国の事例～ 
講演２−１ 清華大学の組織的プロフェッショナル・ディベロップメント戦略 
シ・ジンファン（史静寰，中国・清華大学教育機構長・教授） 

講演２－２ ファカルティー・ディベロップメントとティーチングの質保証～ソウル

国立大学の事例～ 
イ・ヘジュン（韓国・ソウル国立大学ティーチング・学習開発センターe-Learning
サポート部長） 

講演２－３ 日本の大学におけるティーチング・センターとプロフェッショナル・デ

ィベロップメント 
宇田川拓雄（北海道教育大学函館校教授，北海道大学高等教育機能開発総合セン

ター研究員） 

17:30–19:30 情報交換会（札幌アスペンホテル） 
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第２日：7月 31日（金）(会場：３F スタジオ型多目的中講義室) 

 

司会：山岸みどり 

9:00–12:00 セッション３：プロフェッショナル・ディベロップメントの手法 1 
講演３－１ 学生の学習成果向上のための教員研修～授業成果に関する学生調査～ 
ジュディス・アン・オーミット（米国・インディアナ大学学士課程教育担当副学

長補佐，北海道大学高等教育機能開発総合センター客員准教授） 
講演３－２ 同志社大学のティーチング改善のための学生調査 JFS（新入生調査）と

JCSS（上級生調査） 
山田 礼子（同志社大学社会学研究科教授，教育開発センター所長，北海道大学

高等教育機能開発総合センター研究員） 
講演３－３ ワシントン大学教育開発研究センターにおけるマイクロティーチング 
ジョディ・D・ナイキスト（米国・ワシントン大学教育開発研究センター名誉セン
ター長，コミュニケーション学科名誉教授） 

講演３－４ 日本の大学における授業開発コンサルタント(Instructional Consultants)
の課題 
山岸みどり（北海道大学高等教育機能開発総合センター教授） 

12:00–13:00 昼休み 

13:00–16:00 セッション４：プロフェッショナル・ディベロップメントの手法 2 
講演４−１ カリフォルニア大学バークレー校の大学教員養成研修(PFF) 
リンダ・フォンヘーネ（米国・カリフォルニア大学バークレー校 GSI ティーチン
グ・リソースセンター長） 

講演４－２ 日本の大学における大学教授養成 
宇田川拓雄（北海道教育大学函館校教授，北海道大学高等教育機能開発総合セン

ター研究員） 
講演４－３ アカデミックサービス～カリフォルニア大学バークレー校における大学

院生のためのアカデミックライティング・プログラム～ 
サブリナ・ソラッコ（米国・カリフォルニア大学バークレー校大学院アカデミッ

クサービス部長） 
ディスカッション 日本と米国におけるアカデミックライティング 
宮本陽一郎（筑波大学人文社会科学研究科教授） 
瀬名波栄潤（北海道大学文学研究科准教授） 
トム・ガリー（東京大学教養学部附属教養教育開発機構特任准教授，クリティカ

ル・ライティング・プログラム） 
16:00 閉会挨拶 

安藤 厚（北海道大学高等教育機能開発総合センター高等教育開発研究部長） 
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講演１－１ 研究大学における GTA (Graduate Teaching Assistant) 訓練～ダルハウジー大学
の事例～ 

K・リン・テイラー（カナダ・ダルハウジー大学学習・ティーチングセンター長） 

 
大学院での学習経験と新任教員に対する要望

とのギャップについての広範な研究によれば
(Adams, 2002; Austin, 2002; Nyquist & Woodford, 
2000: Walker, Golde, Jones, Bueschel & Hutchings, 
2008; Wulff & Austin, 2004)，北米の大学院生が
現在および将来ティーチングで活躍するための

準備活動は変化している。同時に教員の仕事自

体の様相も，ますます多様で複雑になり(Austin, 
2002; Hopwood & McAlpine 2007; Rice, 1996)，新
任教員に対してさえ，「秀でた」教育能力をも

つことが大いに期待されている。そのため，有

能な教員になるよう大学院生に準備させるため

のプログラムが次第に多くの大学で行われるよ

うになり，その教育内容もより広範囲で，質的

にも厳しいものになっている。 
ダルハウジー大学では，学習・ティーチング

センター(CLT)が，コミュニケーション力やプ
レゼンテーション能力が重要な，教育者あるい

は専門家となるための準備に関心のある大学院

生を対象に，構造のしっかりした教育研修プロ

グラムを実施している。この研修プログラムは，

本学で採用する TA の教育能力を高め，大学院
生が将来の就職の準備をし，大学院教育におけ

る本学の評価を高めるのに寄与することを目指

している。この講演では，このプログラムのさ

まざまな部分を概観する。 
 
• TA Days：新採用の TA のためのオリエン
テーション。教育の秘訣や手法に焦点を絞

って，TA が割り当てられた仕事をうまく
行えるよう援助する。 

• PD シリーズ：毎月１回のワークショップ
とディスカッション。ティーチングとアカ

デミックライフについて，さらに幅広く深

く学ぶ機会を用意している。 
• 大学でのティーチングに関する大学院授
業：学生たちが将来教育することになるコ

ースを開発し，精選されたティーチングと

学習の理論，コースデザインの原理，実際

的な助言，学問的に見たティーチングの手

法などを統合して学ぶ。 
• 大学のティーチングと学習に関する修了
証：広範な領域を統合した，系統的な構造

を持つ大学院生のための教育研修は，TA 
Days，PD シリーズ，大学でのティーチン
グと学習に関する大学院授業，メンターの

指導するティーチング実習，教育ポートフ

ォリオの成果などを含む。修了要件のプロ

グラムを全部履修すれば，その証明が学生

の成績簿に記載される。 
 
さらに，この講演では，ダルハウジー大学に

おける大学院生のティーチング能力開発支援の

手法を詳しく述べ，我々が経験したいくつかの

チャレンジを紹介し，学生が達成したいくつか

の学習成果についても議論する。 
 
参考文献（英文 12 ページを参照） 

 

 

講演１－３ 北海道大学における新任教員研修，FD，TA研修 
細川 敏幸（北海道大学高等教育機能開発総合センター教授） 

 

この 20 年で日本の国立大学の教育研究制度

は劇的に変わった。第２次世界大戦後 50 年間，

大学の教育制度は変わらなかったが，経済的成

功から日本の教授たちは，大学には問題はない

と考えてきた。80 年代のバブル経済の崩壊以後，

日本政府は大学の重要性に気づき，その改革に

尽力してきた。 

1991 年に文部科学省が大学教育の大綱化を宣

言した結果，多くの大学は教養科目の必修科目

数を減らし，教養部を解体した。1995 年にはい

くつかの大学が北大のセンターのような高等教
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育のためのセンターを設立した。それ以降，多

くの大学が新しい教育システムを作り上げよう

としている。 

北大では 1995 年にセンターを設立し，以下

のような新しい研修をはじめた。教育改善に実

効のあった研修としては日本で初めてのもので

ある。他の多くの大学では単なる講演形式の教

員研修を行っているが，北大の研修はワークシ

ョップ形式の能動的学習である。 

1)FD（年２回） 

1998 年以来，本学教員を対象にワークショッ

プ形式の２日間の教員研修(PD)を温泉ホテルで
実施している。このワークショップは小グルー

プ討論と，教育基礎理論およびシラバスの書き

方についての講演を含む。また，双方向学習の

手法や，e-ラーニングのような教育に関する新

技術の紹介も行われる。この研修は 2007 年ま

では年１回，2008 年からは年２回開催され，秋

の研修は他大学の教員にも開放されている。 

2)新任教員研修（年１回） 

本学の新任教員を対象とした１日研修を 1995

年から 2007 年まで開催した。この研修では，

北大での教員生活に必要な知識と教育の基礎理

論の講義と小グループ討論を中心に行った。こ

の研修は 2008 年からは教員研修と融合した。 

3)TA研修（年１回） 

1998 年から，TA のための１日研修も実施し
ている。本学の全学（教養）教育では毎年のべ

800 名の大学院生が TA に採用されている。例
年，このうちのおよそ 200 名が研修に参加する。

この研修では，教育基礎理論の講義とともに

TA の業務が紹介される。午前の研修では，TA
は講義とパネル討論に参加する。午後は，彼ら

の業務内容に沿って 14 の小グループに分かれ，

現実に起きるかもしれない課題を対象にケース

スタディによるグループ学習を行う。これは彼

らが初めて受ける教育に関する研修なので，

我々は非常に重要と考えている。 

 

日本の大学はその制度全体を変えようとして

いる。このため教員は多忙になったが，いくつ

かの意味で大学は良くなってきている。次の段

階では，教員の教育に対する考えをさらに真剣

にする必要がある。 

 

 

講演２－１ 清華大学の組織的プロフェッショナル・ディベロップメント戦略 
シ・ジンファン（史 静寰）（中国・清華大学教育機構長・教授） 

 

一般的にいえば，高等教育機関で行われてい

る継続的なプロフェッショナル・ディベロップ

メント(PD)活動には次の３種類がある。 
（1）自発的学習体験 
（2）形式の整った一群の PDプログラム 
（3）組織としてのディベロップメント戦略 
これら３つの活動は互いに関連し相互に作用

し合う。（3）のタイプは，「組織的改善のた
めの行動戦略を開発し実行するという目的に向

けての，システマティックに計画された改善努

力」として，特に，改革を進めている機関にお

いてはますます強調されている。組織的 PD の
目的は，個人の変革よりもむしろ機関の変革の

推進にあるので，組織的 PD は，機関の目標と

包括的戦略に沿って，各部局の長及び／あるい

は FD と組織ディベロップメントを担当する全
学センターにより計画され実行されている。 
この講演では，清華大学を一例として取り上

げ，現在の中国のトップ大学で考えられている

「教員のプロフェッショナル・ディベロップメ

ント」とはどのようなものか，それに向けての

機関の取り組みがどのように開始され組織され

ているのか，それを実施するために主にどうい

う道筋で意思決定がなされどのような組織が担

当するのか，それらがどのように遂行され評価

されているのか，といった問いに答えたい。そ

れらの成果と障害となるものについて，そして

我々の将来の課題についても議論したい。 
 



38 高等教育におけるプロフェッショナル・ディベロップメント 
 

 

講演２－２ ファカルティー・ディベロップメントとティーチングの質保証～ソウル国立大

学の事例～ 
イ・ヘジュン（韓国・ソウル国立大学ティーチング・学習開発センターe-Learningサポート部長） 

 

ファカルティー・ディベロップメント(FD)は
ソウル国立大学におけるティーチングの質保証

のためのキー戦略である。ティーチング・学習

開発センターはソウル国立大学における FD と
ティーチングの質に関するあらゆる種類の研究

に責任を負うものとして 2001 年に設立された。 

この発表では，授業のビデオ撮り，マイクロ

ティーチング，授業診断やさまざまなワークシ

ョップなど，成功した FD の例をいくつか紹介
する。 

さらに，混合型 e-ラーニング戦略やティーチ

ングの質に関する厳密な研究など，教員に対す

る支援とサービスの内容を詳しく説明する。絶

えず進化するオンライン環境やデジタルコンテ

ンツの発展についても面白く紹介したい。 

 

 

講演２－３ 日本の大学におけるティーチング・センターとプロフェッショナル・ディベロ

ップメント 
宇田川 拓雄（北海道教育大学函館校教授，北海道大学高等教育機能開発総合センター研究員） 

 

1991年に，大学を経済のグローバル化とITに
よる社会の変化に対応させるべく，文部省は

1949年に制定された大学設置基準を緩和した。

多くの大学はすべての大学に一律の教養教育カ

リキュラムを変更した。文部科学省は同時に教

養教育の強化も目標に掲げていたので，７つの

主要国立大学は1995年までに高等教育センター

を新設した。その多くは教養教育の実施に責任

を持っていた。各センターは似通った設置目的

を持っていたが，あるセンターは教育学研究に

力点を置き，あるセンターはティーチング支援

を熱心に行い，あるセンターは常勤のスタッフ

を持たない，学内諸部局の調整機関となった。

ティーチング支援はどのセンターの業務にも含

まれていたが，当初は強くは意識されなかった。 

北海道大学には，知識の実践的活用，社会貢

献および研究と教育の成果の社会への適用を重

んじる伝統がある。これらの理念は北海道大学

の高等教育センターに受け継がれている。多年

の試行錯誤の末，北海道大学のセンターは少し

ずつ，これらの理念と結びついたティーチング

支援を拡充してきた。そのFDセミナーとTA研
修は国内でも有数の実績を上げている。 

北海道大学のセンターは，ティーチング支援

が抜きんでて充実している点で，北米の大学の

ティーチングセンターにもっとも似ているが，

UCバークレー校のGSIセンターと比べるといく
つかの相違点がある。UCBのGSIセンターはテ
ィーチング支援センターで，GSIと教員が優れ
た授業を行なうための支援を中心にしている。 

他方，日本の大学の高等教育センターの業務

はセンターごとに異なるものの，いずれもティ

ーチング支援以外にも多種多様な義務を引き受

けている。教養教育に加えて，生涯学習，入試

業務，体育，外国語教育，高等教育研究などで

ある。北米の大学ではこれらは普通は他の部局

の別の仕事である。 

ティーチングが大学教授職の最も重要な責務

の一つであるという信念は，日本の大学教授の

間では部分的にしか受け入れられていない。大

学教授職の再定義は目下進行中である。現実的

には，研究大学に勤務していない多くの教授た

ちは研究に必要な十分な予算も時間も持ってい

ないが，彼らはなおも自分たちは学者ないし研

究者だと考えている。しかし彼らが研究で業績

を上げるのは実質的にかなり難しい。 

ティーチング支援は本質的には学内問題であ

る。大学が学生と社会の要請に応え，世界的な

大学間競争に参加しようとするならば，学内で

効果的なPDを開発しなければならない。高等教
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育センターはその仕事にもっとも適した部局で

ある。我々は大規模な社会変動の時代にいる。

一般的に，社会の変化は，それがいかに大きな

変化であっても，強固に確立した専門職に従事

する人たちの自己定義を短期間で変えることは

めったにない。したがって我々大学教授の職務

の再定義にはいましばらく時間がかかるだろう。 

 

 

講演３－１ 学生の学習成果向上のための教員研修～授業成果に関する学生調査～ 
ジュディス・アン・オーミット（米国・インディアナ大学学士課程教育担当副学長補佐，北海道

大学高等教育機能開発総合センター客員准教授） 

 

良い教育は学生が成功するためにきわめて重

要である。教育と学習の質を向上させるための

一つの方法は，効果的な教員研修である。教育

と学習の研究分野では，教員による教育と学生

の学習の系統的な研究に教員を参加させること

が求められている(Hutchings, 2000)。 

この講演では，教室における教員と学生のデ

ータ（特に学生の授業への参加，あるいは効果

が明らかな教育活動への学生の受動的・能動的

参加の度合い）を系統的に集めることを中心と

した，FDの手法について述べる。 

学生の学習を中心とした教育手法を採用する

と，教員は教室で，学生の学習内容と到達目標

（期待）を明瞭に伝え，学習内容に沿った適切

な成績評価方法を用い，豊富な教育経験を生か

すことができる。したがって成功するFDプログ
ラムとは，教室で最良の訓練を行い，教員の期

待（到達目標）を学生に伝えるために必要な技

術と知識を教員に提供するものである。 

特定の授業の中での学生の学習活動について，

教員は何を求めているのか，また学生はその授

業の内外で実際にどのようなことをしているの

か，この一対の問いの中に重要な問題が存在す

る。教員は何を求め，学生は何をしているのか，

その関連とギャップを明らかにすれば，個々の

教員が教室の学習環境を診断する助けになり，

学生の学習成果を上げるため，教員が教育目的

にかなった活動を行うために時間とエネルギー

を使うよう促すことができる。 

この講演では，上記の一対の問いに答えるた

めに特に設計された新しい調査手法（授業成果

に関する学生調査，Classroom Survey of Student 
Engagement: CLASSE）について述べる。この講
演では教員と学生を対象とした調査CLASSEの
発展，その実施方法，調査の報告と結果を伝え

る方法，その結果を教職員がどのように利用し

ているかについて議論する。最後に，この調査

手法がFDや学生の学習成果の向上にどのように
役立つかという点にも触れる。 

 
参考文献（英文 18 ページを参照） 

 

 

講演３－２ 同志社大学のティーチング改善のための学生調査 JFS（新入生調査）と JCSS
（上級生調査） 
山田 礼子（同志社大学社会学研究科教授，教育開発センター所長，北海道大学高等教育機能開

発総合センター研究員） 

 

近年，日本の大学ではティーチングと学習が

注目されている。1990 年代後半から，大学の大
衆化が急速に進み説明責任が求められるように

なったため，日本の高等教育機関は学生中心の

教育への志向を強めた。多くの大学が学生に対

するアンケート調査を行っているが，それらの

多くは理論的な裏づけや先行研究の分析が不十

分である。一方では，TOEFL，TOEIC などの英
語テストの達成度によって学習成果を測定しよ

うとする傾向もある。 
山田らの研究グループは，2003 年以来，学生

の感情，行動，学業面の発達モデルに焦点をあ
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てた学生調査を開発してきた。2004 年に，日本
版の大学生調査を開発し，1,300 人以上の学生
に JCSS 調査を試行した。2005 年には，前年の
予備的調査の結果に基づき JCSS 調査を修正し
て，3,961 人の日本の大学生に JCSS 調査を行っ
た。2007 年の JCSS 調査は，16 の高等教育機関
の 6,228 人の学生に実施された。2008 年には，
JFS を開発し，164 の高等教育機関のおよそ
20,000人の学生に実施した。 
この発表では，JCSS2005, 2007 と JFS2008 で

明らかになったいくつかの点を紹介する。以下

は JCSS2005で明らかになった点である。 
JCSS2005では，大学のタイプを区別して，大

学間と，同一大学内の比較研究ができるように

なった。大学のタイプ別では，選択性の高い研

究大学から，一般の大学までが含まれている。

我々は学生のタイプを区別する独自の尺度を作

り，学生の達成感の程度に基づいて，(1)肯定

的な学生と，(2)否定的な学生という２つのタ

イプに分類した。否定的な学生は，どんなタイ

プの大学でも，一定数は観察される。 
大学での学習への参加に関して，肯定的な

（「たいへん肯定的」及び「肯定的」）学生と

否定的な（「どちらかといえば否定的」及び

「否定的」）学生の間には大きなギャップがあ

る。たとえば，否定的な学生はグループ学習の

機会が少なく，学習に関する問題を他の学生と

話すことは少ない。また，否定的な学生はしば

しば授業中に退屈と感じており，教員と接触す

る機会は限られている。そして，彼らはしばし

ば挫折感を持っている。 
次に，大学環境と学生の学習成果の関係につ

いての結果を示す。我々は，感情的成果及び認

知的成果についてデータを分析した。 
認知的成果に関しては，たとえば，学生は専

門科目でも一般教育科目でも，多くの知識を得

ている。理系の専門の学生は，一般教育で得た

知識はより少なく，専門で得た知識はより多い。

文系の専門の学生は，ライティング技術はよく

身についており，世界的な問題は理系の学生よ

りもよく理解している。 
文系の学生も，理系の学生も，外国語のスキ

ルの成果は低い。大学のタイプ別の比較では，

国立大学の学生は，私立大学の学生より外国語

のスキルが劣っている。詳細は発表の中で紹介

する。 
 

参考文献（英文 20 ページを参照） 

 

 

講演３－３ ワシントン大学教育開発研究センターにおけるマイクロティーチング 
ジョディ・D・ナイキスト（米国・ワシントン大学教育開発研究センター名誉センター長，コミュ
ニケーション学科名誉教授） 

 

マイクロティーチングは，米国のスタンフォ

ード大学で開発された手法で，授業を行う教員

や大学院生 TA がビデオ録画と再生を利用して
自分の授業の様子を見ることができる。長年の

経験から，この手法については多くの解釈やバ

リエーションが出ている。 
この発表では，教育開発研究センター(CIDR)

が推奨する，教員と大学院生 TA の双方が使え
る，特定のプレゼンテーション技術（例えば内

容の組み立て，コミュニケーションの明快さ，

学生によく勉強させ良好な関係をつくること，

そのほか，「１人で大勢を教える」状況での教

育／学習過程の重要な面など）の習得を援助す

るトレーニング技法を紹介したい。マイクロテ

ィーチンググループのメンバーからのフィード

バックの取りまとめについても述べる。 
発表は以下を含む。 
 
1. この手法の説明 
2. その応用の例 
3. グループメンバーの参加準備のための教材 
4. 参加者に期待されること 
5. メンバーとグループのファシリテーターの
作業手順と規則の確立 

6. 建設的なフィードバックの特徴  
7. この手法の短い実演 
8. 必要な器材 
9. マイクロティーチングを実施するのに最適
な設定 
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発表では，ワシントン大学での実践で得られ

たさまざまな反応，肯定的で，チャレンジング

なさまざまな経験を紹介する。 

時間があれば，マイクロティーチングのファ

シリテーターのトレーニング方法や，これをさ

まざまな用途に用いる方法も紹介したい。 

 

 

講演３−４ 日本の大学における授業開発コンサルタント(Instructional Consultants)の課題 
山岸みどり（北海道大学高等教育機能開発総合センター教授） 

 
日本の大学には，2007 年度（大学院課程）及

び 2008 年度（学士課程）から，教員研修(FD)
が義務づけられ，教育の質の向上にむけた組織

的な取り組みに対する外圧はいっそう強くなっ

ている。日本の FD の歴史は短く，講演会や授
業参観のような受動的な活動が中心で，担当授

業への直接の効果や教員の資質能力の向上につ

いてはまだはっきりしていないこと，授業開発

や教育技法の専門家が不足していることなど，

多くの課題をかかえている。 
一方，米国の大学では，教員の授業に関する

データ（受講生の意見，授業観察，ビデオ録画

など）を収集・分析し，本人にフィードバック

と助言を行う授業開発コンサルテーションが

1970 年代から行われている。この方法は，授業
改善に「最も効果的」とされ，現在では FD 活
動の半分以上を占めるという(Brinko, 1997)。助

言者（専門家，同僚），関係性（上下，平等），

形態（1 人，複数）の組み合わせにより多様な
コンサルテーションの類型が提案されている。 
北海道大学は 1998 年から，小グループ活動

を通じて授業設計の基礎（学習目標，学習方略，

評価）と双方向的学習方略を学ぶ，1 泊２日の
全学的な FD（「北海道大学教育ワークショッ
プ」を実施している。部局単位の FD が増え，
全学 FD の役割が新任及び若手教員の研修にシ
フトしており，教員の多様なニーズに対応でき

る FD プログラムが必要となっている。本発表
は，二つの教員調査の結果を報告し，北海道大

学における授業開発コンサルテーションのモデ

ル及び助言者育成の可能性について考察する。 
 

参考文献（英文 21 ページを参照） 

 

 

講演４−１ カリフォルニア大学バークレー校の大学教員養成研修(PFF) 
リンダ・フォンヘーネ（米国・カリフォルニア大学バークレー校 GSIティーチング・リソースセ
ンター長） 

 
米国で1980年代にはじまったTA研修制度は，

当初はティーチング・アシスタント(TA)が与え
られた職務を遂行するために必要なスキルの教

授を主眼としていた。TAの職務とは一般的には，
大人数講義とペアになった討論クラスや実験ク

ラスの担当，オフィスアワーの実施，レポート

の採点などが含まれた。1990年代初頭になると，
新たな研究のなかで，多くの研究大学で採用さ

れたプログラムはTAが当面の役割をこなすため
には有益だが，将来大学教員としてさまざまな

タイプの教育機関で果たすべき多種多様な職務

の準備にはなっていないと指摘されるようにな

った。こうしてPFF制度（将来の大学院教員養
成プログラム）が始まったのである。 
米国で開発された多くのPFFプログラムでは，

学内ワークショップと，大学院生が就職するか

もしれない地域内の２年制，４年制大学の訪問

が組み合わされている。大学訪問により，大学

院生たちはさまざまな大学で教員としての生活

を疑似体験し，大学教員の生活について現職教

員と議論することができる。こうしたプログラ

ムでは多くの場合，ティーチングと大学教員を

目指す就職活動に主眼がおかれる。 
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PFFの取り組みの結果，大学院生のプロフェ
ッショナル・ディベロップメント(PD)は，数年
間にわたるスパンで理解されるようになった。

TA研修の出発点にあったTAとしてのスキル開
発のためのさまざまな取り組みは，実は数年間

のスパンで行われるPDの欠かすことのできない
第一歩なのである。 
本発表では，大学院生に現在および将来のテ

ィーチングの準備を行うプログラムがバークレ

ー校で展開していった経緯を論じる。 
まず 1980 年代後半から 1990 年代に開発され

た，TA の職務準備としてのプログラムを紹介
する。ここには TA 研修会，コンサルテーショ
ン，ワークショップ，優秀 TA 表彰プログラム
などが含まれる。 
次に，バークレー校では近年，TA 研修の焦

点を将来の大学教員としてのティーチングに拡

大し，より総合的なアプローチをとっているの

で，その取り組みを概観する。シラバスと授業

設計についての年に一度開催されるセミナー，

高等教育におけるメンタリングのコース，およ

び大人数クラスにおけるティーチングや研究プ

ロジェクトを学部授業に取り入れる方法につい

てのワークショップなどがここに含まれる。 
次に今年で７年目になるバークレー校の

「PFF 短期講習」(SIPFF)の詳細を紹介する。こ
の６週間のプログラムは，他の大学で行なわれ

ている多くの PFF プログラムよりもさらに広い
視野に立っている。このプログラムは，大学院

生に将来の大学教員としてのティーチングの手

法や就職活動の方法を紹介するだけでなく，高

等教育の歴史，カーネギー財団の分類によるあ

らゆる分野にわたる大学管理やミッション，多

様な高等教育機関でテニュア（終身職）を得る

方法，アカデミックな役職に応募する方法，新

任教員の生活，および高等教育の最近の潮流に

至るさまざまなトピックを扱う。毎年，約 40

人の大学院生がこの研修に参加し，全員がコア

コース「大学院生からファカルティメンバーへ」

と，２つの選択コース，（サブリナ・ソラッコ

が詳述する）「論文編集，アカデミックライテ

ィング，学術出版」か「ティーチング・ポート

フォリオの作り方」のいずれか一つを受講する。 

 

 

講演４－２ 日本の大学における大学教授養成 
宇田川 拓雄（北海道教育大学函館校教授，北海道大学高等教育機能開発総合センター研究員） 

 
日本と米国の大学は伝統的にエリート層のた

めの教育機関だった。戦後，日米ともに産業化

を一層推進させるために，大学教育を受けた多

数の人材を必要とした。そこで両国の政府は大

学生の数を増やすことを決定した。これまで大

学には行かなかったミドルクラス，時にはワー

キングクラスの子供たちも大学に行きはじめた。 

大学における伝統的な教授法はエリート層に

合わせてあったため，高等教育で良い成績をと

るにはエリート文化を知っていることが必須だ

った。しかし，エリート層以外の貧しい階層出

身の学生たちはこのエリート文化を持っていな

かった。1950~60 年代に，米国の大学教授たち

はこれらの新しい学生たちを教えるのに苦労し

ていた。教授たちが知っていた教授方法は新し

い世代の学生たちには向かなかった。学生たち

が効果的に学習できないと，期待するよい仕事

につくことができず，高等教育を通じてアメリ

カン・ドリームを実現することができない。

1970 年代はじめから高等教育におけるティーチ

ング改革の取り組みが加速され，すべての学生

に対する上手なティーチングは大学教授の重要

な責務であるという考え方が広まった。 

1950~1970 年にかけて米国の大学生の数は３

倍に増加した。この変化がティーチング改革の

引き金を引いたのである。日本では同じ時期に

大学生の数は 6.3 倍に増えたが，現在でも多く

の日本の大学教授は，なおもティーチングにあ

まり関心を持っていない。なぜ彼らはティーチ

ングにそれほど乗り気でないのだろうか。 

マーチン・トロウによれば，大学進学率が

15％を超えると高等教育はエリート型からマス

型に変わる。米国では 1945 年には進学率は

11％で，1947 年には 27％に増加した。マス型

への変化はこのころはじまった。日本では 1970
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年に 15％を超えたが，はっきりそれと分かる変

化は見られなかった。 

その理由の一つは経済である。日本では戦後

の経済発展の恩恵はすべての社会階層に分配さ

れ，多くの学生たちは大学に入学した時点です

でに成長しつつあるミドルクラスのメンバーで

あった。経済発展ゆえに，ほとんどの大学卒業

生にはよい仕事が保障されていた。さらに日本

では大学での成績は就職にはあまり影響しない。

学生たちは勉学に励むより学生生活を楽しむこ

とを好んだ。さらに，多くの大学教授たちはな

おもティーチングを尊重せず，研究を自分の主

要な使命とみなすエリート主義を愛好し続けて

おり，わざわざ苦労して，学生たちに分かりや

すいティーチングを行おうとはしない。 

しかし，近年の経済のグローバル化により，

先進諸国でミドルクラスが崩壊しはじめた。以

前はミドルクラス向きだった仕事が先進諸国の

国内から消えつつある。大学が学生たちに明る

い未来を約束できないと，学生たちはもう大学

に進学しないだろう。大学は今あらゆる努力を

行い，学生たちを大学に引きつけ，彼らが「よ

り良い，より豊かな，より幸せな人生」を獲得

できるよう援助しなければならない。ティーチ

ングがこの危機を乗り切る鍵である。日本の大

学教授たちは，ティーチングの重要性を理解し

さえすれば，ティーチングの上手な大学教授に

なるべく自己研さんを行うだろう。 

 

 

講演４－３ アカデミックサービス～カリフォルニア大学バークレー校における大学院生の

ためのアカデミックライティング・プログラム～ 
サブリナ・ソラッコ（米国・カリフォルニア大学バークレー校大学院アカデミックサービス部

長） 

 
米国における PFF (Preparing Future Faculty)の

取り組みが，異なるタイプの高等教育機関に適

応しうるティーチングの技術の訓練から始まっ

たのに対し，バークレーの大学院部門は一貫し

てより全体論的なアプローチをとってきた。テ

ィーチングとライティングの両方の訓練を含め

ることにより，大学院生のアカデミック・ディ

ベロップメントとプロフェッショナル・ディベ

ロップメントの両面に寄与するプログラムを提

供している。本来的にはライティングの訓練を

受け持つアカデミックサービス部は，大学院生

のためのティーチングを受け持つ GSI ティーチ
ング・リソースセンターと相補的関係にある。 
これら二つの部署は，それぞれ独立して，大

学院生が将来大学教員職に就くための支援を行

っている。GSI ティーチング・リソースセンタ
ーは，さまざまなプログラムや支援態勢を整え，

大学院生がより有能な「教え手」になるための

教育に集中して取り組み，彼らが将来大学教員

になったときに直面するであろう，教育専門職

におけるさまざまな課題に大学院在籍中から準

備させている。アカデミックサービス部は，大

学院生がより有能な「書き手」になるための指

導プログラムを提供すると同時に，将来大学教

員になったときに直面する専門的な学術研究や

書類作成の必要に備えるためのプログラムを提

供している。これら二つの部署が共同して開催

するのが，毎年夏に開催される PFF 短期講習
(SIPFF)である。 
この発表ではまず，アカデミックサービス部

が行っている，カリフォルニア大学バークレー

校の大学院生が，大学院課程を無事修了するだ

けでなく，将来の大学教員職に備えて，必要な

アカデミックスキルを習得するための支援プロ

グラムを紹介する。このプログラムには，アカ

デミックライティング，研究補助金申請書作成，

博士論文の執筆，編集，論文投稿のためのワー

クショップが含まれ，さらにライティンググル

ープ，個人指導，そしてこうしたトピックを扱

う大学院生向け授業科目が提供される。ライテ

ィングや学術研究において大学院生が抱えるさ

まざまな悩みについても紹介する。さらに，ア

カデミックサービス部のプログラムが，各専攻

学科の提供するプログラムといかに連携するか

についても論じる。 
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最後に，私が担当している SIPFF におけるラ
イティングの選択科目「論文編集，アカデミッ

クライティング，学術出版」について論じる。

私の前の発表者である同僚のフォンヘーネ氏の

話を補完するかたちで，SIPFF のなかでこの授
業がどのように組織され機能するのかを明らか

にしたい。 

 
 

ディスカッション 日本と米国におけるアカデミックライティング 
宮本陽一郎（筑波大学人文社会科学研究科教授） 
瀬名波栄潤（北海道大学文学研究科准教授） 
トム・ガリー（東京大学教養学部附属教養教育開発機構特任准教授，クリティカル・ライティン

グ・プログラム） 
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